
  

リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想

  

に
つ
い
て

Q
酒
井
：
「
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
」

の
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
課
題
を
ど
う
捉
え
、
そ
の
課
題
解

決
の
た
め
に
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
方
針
か
？

A
知
事
：
２
次
交
通
と
観
光
の
整
備

の
取
組
は
中
々
進
展
し
て
い
な
い
。

「
リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
・
実
現
プ
ラ

ン
」
の
基
本
方
針
を
定
め
て
、
喫
緊

に
取
り
組
む
課
題
を
整
理
し
た
。
地

域
の
経
済
団
体
等
と
も
意
見
交
換
や

勉
強
会
を
行
う
な
ど
、
官
民
一
体
で

取
組
の
方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
、

リ
ニ
ア
バ
レ
ー
構
想
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q
酒
井
：
飯
田
市
の
新
市
長
は
「
Ｊ

Ｒ
飯
田
線
の
リ
ニ
ア
乗
換
駅
建
設
の

市
の
構
想
を
取
り
や
め
る
」
と
し
て

い
る
が
、
リ
ニ
ア
長
野
県
駅
と
飯
田

線
と
の
連
結
に
関
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
議
論
を
進
め
る
の
か
？

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
う

健
康
福
祉
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て

汗
を
か
い
て
い
ま
す
。
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A
リ
ニ
ア
整
備
推
進
局
長
：
Ｊ
Ｒ
飯

田
線
と
の
乗
換
新
駅
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
飯
田
市
が
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協

議
を
進
め
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
と

の
接
続
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

伊
那
谷
全
体
の
合
意
形
成
が
重
要
。

今
後
飯
田
市
の
考
え
や
合
意
形
成
に

向
け
た
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
、
伊

那
谷
自
治
体
会
議
で
の
協
議
に
つ
な

げ
て
い
く
。

※
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
へ
の
リ
ニ
ア
乗

換
駅
は
建
設
さ
れ
な
い
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。

  

三
遠
南
信
自
動
車
道

  

に
つ
い
て

・
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開
通
の
あ

か
つ
き
に
は
時
間
短
縮
効
果
に

よ
り
、
観
光
や
産
業
振
興
に
大

き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら

観
光
等
の
受
け
皿
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
伊
那
谷
や
南
信
地
域
の
発
展
の
た

め
に
も
、
三
遠
南
信
道
路
と
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
活
用
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
両
方
が
供

用
開
始
に
な
れ
ば
、
伊
那
谷
は

有
史
以
来
初
め
て
長
野
県
の
南

の
玄
関
口
と
し
て
の
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

Q
酒
井
：
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
整

備
に
よ
る
効
果
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
事
業
効

果
を
伊
那
谷
や
そ
の
先
へ
波
及
さ
せ

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行

っ
て
い
く
方
針
か
。

A
建
設
部
長
：
リ
ニ
ア
と
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
相
乗
効
果
で
、
観
光
振

興
、
移
住
定
住
促
進
、
物
流
や
企
業

連
携
の
強
化
な
ど
多
方
面
で
の
発
展

が
期
待
で
き
る
。
県
は
関
連
道
路
の

整
備
も
進
め
な
が
ら
、
県
内
に
広
く

効
果
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
。

  

リ
ニ
ア
建
設
工
事
に
伴
う

  

発
生
土
の
活
用
に
つ
い
て

・
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
伴
う

発
生
土
を
「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ

ー
ド
」
の
盛
土
に
使
う
案
が
浮

上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ル
ー

ト
上
に
あ
る
地
域
か
ら
は
困
惑

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

・
発
生
土
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
道
路

の
路
盤
高
に
影
響
す
る
よ
う
で

は
、
地
元
住
民
の
理
解
は
到
底

得
ら
れ
な
い
。

Q
酒
井
：
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
伴
う
発
生
土
の
活
用
策
と
し
て
、

今
年
度
事
業
着
手
し
た
リ
ニ
ア
関
連

道
路
の
国
道
１
５
３
号
「
伊
駒
ア
ル

プ
ス
ロ
ー
ド
」
の
盛
土
に
使
う
案
が

浮
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
道
路
の
整

備
に
活
用
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
？

A
リ
ニ
ア
整
備
推
進
局
長
：
発
生
土

置
き
場
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
県
が

窓
口
と
な
っ
て
調
整
し
て
お
り
、
市

町
村
な
ど
が
具
体
的
な
候
補
地
の
情

報
を
県
に
提
供
し
、
県
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

海
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

「
伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
」
へ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
具
体

的
な
候
補
地
と
し
て
県
へ
の
情
報
提

供
は
な
い
た
め
検
討
す
る
段
階
で
は

な
い
。

※
今
後
市
が
県
へ
申
し
出
な
い

限
り
は
、
道
路
の
盛
土
に
活
用

さ
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

  

女
性
職
員
の
登
用
に
つ
い
て

・
管
理
職
の
女
性
職
員
は
増
加
し
て

き
て
い
る
も
の
の
、
全
国
に
比

べ
れ
ば
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ

る
。

Q
酒
井
：
平
成
28
年
「
女
性
職
員
活

躍
推
進
計
画
」
策
定
時
の
ア
ン
ケ
ー

ト
と
現
状
を
比
較
し
て
、
「
管
理
職

を
目
指
し
た
い
職
員
」
は
増
え
た

か
？
「
管
理
職
へ
の
昇
進
を
望
ま
な

い
理
由
」
に
変
化
が
あ
っ
た
か
？

A
総
務
部
長
：
計
画
策
定
時
と
本
年

３
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
比
較
す

る
と
、
「
課
長
級
以
上
の
管
理
職
を

目
指
し
た
い
と
回
答
し
た
女
性
職

員
」
は
４
％
増
加
し
て
17
％
と
な
っ

た
。
「
管
理
職
へ
の
昇
進
を
望
ま
な

い
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定

時
と
変
わ
ら
ず
「
適
正
や
能
力
が
不

足
し
て
い
る
た
め
」
と
の
回
答
が
最

多
で
あ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能

力
開
発
に
向
け
た
取
組
が

課
題
。

Q
酒
井
：
こ
れ
ま
で
の

女
性
職
員
の
管
理
職

登
用
に
係
る

取
組
を
ど
う

評
価
し
、
そ

の
上
で
今
後

委
員
会
活
動

ど
の
よ
う
に
登
用
を
進
め
て
い
く
方

針
か
？

A
知
事
：
知
事
に
就
任
し
た
10
年
前

と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
本

県
の
女
性
の
管
理
職
比
率
は
他
の
都

道
府
県
と
比
べ
て
低
い
。
現
在
検
討

中
の
新
た
な
「
男
女
共
同
参
画
計

画
」
で
は
、
係
長
級
以
上
全
て
の
職

に
お
い
て
登
用
目
標
を
設
け
て
段
階

的
・
計
画
的
に
登
用
を
進
め
て
い
く
。

今
後
、
企
画
・
調
整
部
門
へ
の
配
置

や
、
他
団
体
へ
の
派
遣
等
に
よ
る
キ

ャ
リ
ア
開
発
の
支
援
な
ど
多
様
な
成

長
機
会
を
付
与
す
る
こ
と
、
ま
た
家

庭
生
活
と
の
両
立
を
可
能
と
す
る
働

き
方
の
改
革
を
一
体
的
に
進
め
る
。

※
今
後
女
性
職
員
の
登
用
が
進

む
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

現
地
機
関
の
人
員
配
置

  

に
つ
い
て

・
現
場
重
視
の
意
識
を
持
っ
て
地
域

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
に
、
特
に
地
域
と
接
す
る
現

地
機
関
に
お
い
て
は
、
異
動
サ

イ
ク
ル
は
長
い
方
が
望
ま
し
い
。

Q
酒
井
：
県
民
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
組
織
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
県

の
現
地
機
関
の
職
員
の
人
事
異
動
に

つ
い
て
、
専
門
性
を
必
要
と
す
る
職

場
に
お
い
て
は
、
同
一
職
場
で
の
在

任
期
間
を
現
状
よ
り
長
く
し
、
管
理

的
な
職
員
以
外
に
つ
い
て
は
５
年
程

度
以
上
と
す
る
よ
う
見
直
す
こ
と
を

提
案
す
る
が
？

A
知
事
：
現
在
職
員
の
異
動
に
あ
た

っ
て
は
異
動
サ
イ
ク
ル
の
長
期
化
を

念
頭
に
行
っ
て
い
る
。
社
会
環
境
の

変
化
、
行
政
課
題
の
高
度
化
・
複
雑

化
等
に
対
応
し
て
い
く
上
で
、
職
員

が
複
数
年
に
わ
た
っ
て
業
務
に
従
事

す
る
必
要
性
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
成
果
を
上
げ
て
県
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

県
職
員
の
人
事
制
度

11
月
県
議
会

11
月
県
議
会

三遠南信自動車道　天竜峡大橋

異
動
サ
イ
ク
ル
の
長
期
化
を
行
う
業

務
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

※
現
地
機
関
の
職
員
の
異
動
サ

イ
ク
ル
は
、
職
種
に
よ
っ
て
は

長
期
化
す
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
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令
和
２
年


